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輸入木材に発見される害虫類 (1)

長 嶺 牌 暗

く琉球植物防疫所)

近年用材の需要の増加に伴い森林資源の乏しい沖縄で

はその供給を輸入材にたよっている現状にあり,その輸

入量は年々急速な増加をみている.過去6カ年の用材の

輸入量をみると第1表のとおりで1965年は1964年に比し

てその数量で約91%の増,件数で約57%増加している.

第1表

件 数 数 量 (mS)

採集記録 (昨年12月以降の主なるもの)

採集頭数 産 地

10
●
21

12.17

12.25j 2exs

本庄は本土産杉材iこ付着加害してくる種で12-3月に

も越冬中の成虫を得ることができる.幼虫は樹皮下を蛇

行して食い進み,成長して辺材部を斜めに1-2cln食入

して嫡室をつくり入口を木クズで密閉して蛸化する.坐

立木には加宰しない様である.体長6-131nJn(筆者の模

本では8で6-13m恥 甲で5-14httpあり,io月,11月の

は小さく2月,3月のは大きい)体は黒色で脚と触角(第

1節を除く)は晴赤褐色,腹部は赤褐色を呈する.麹鞘

は個榊こより変異がみられ原型は全面赤褐色 (?)で,

他に全面浪藍色のものと麹鞘が浪藍色となり肩部が赤褐

色のとがある.触角は雄で体長より長く,雌ははるかに

短い.本土では3-7月に出現し,日本全土,樺太,朝

このような用材の輸入の増加に伴い輸入検疫時に発見さ

れる害虫も年々増加している.

1965年から1966年2月迄に検疫時に発見された害虫額

はカミキリムV科7種,ナガVIJク1ムV科6科,ツツ

vyクイムV科2種,ナガキクイムV科7種,キクイムV
科10種,ヒダナガゾグムV科4種,ゾウムV類9種,キ

バチ科2層,その他に一Vロア9,ハサミムV, トゲアリ
,サソリ等があげられる.

上記のうち種名の判明しないのも多数あるが同定ので

きたものから紹介していきたい.

なお,本稿をまとめるにあたり全面的に助力助言下さ

った琉球植物防疫所の松村,野原,小谷の諸兄に心から

謝意を表する.

Cerambycidae カミキリムV科

i. Palaeocallidiumrufl'penneMotschulsky

ヒメスギカミキリ

採 集
年月日
採集頭数 産 地 寄 主 植 物 備 考

鮮,台湾に分布する.

食樹としてはスギの夕日こヒノキ,ヒバ,モミが知られ

成虫はこれらの倒木に多い.本種は製材した杉材にも付

潜しており昨年12月から今年1月にかけて5回発見され

ている.沖縄にも分布する.

2.XylotrechusgrayiiWhitムネマタラトラカミキリ

本種は老朽したイヌマキからはじめて採集した種で前

記採集記録は同一材から得たものである.1本のイヌマ

キに 100余の食痕が認められた.幼虫は食痕からみて前

程同様に樹皮下に蛇行して加害し,成長して辺材部に食

入するものとみられる.蛸室は1-2cMtの浅いものから

3-5C桝の深いものまであり,入口を食入した侵入口と
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は逆の方にもう1つつくり,2つもっている.

採 集 記 .録.

採集
年月日 採集頭数 寄主 植 物

イヌマキ(丸太)

〝

〝

備 考

成 虫

〟

lex(幼虫)
10exs(成虫)

体長9-15mJn (筆者の模本では7-13n21n)雌雄同形で

体は黒色.遡鞘は褐色で基部,瑚瑞,側方は不規則に黒

色である.前胸背には10個の白色微毛からなる小紋があ

り後方の2紋は大きい.遡鞘には細いイナズマ形と斜め

の自条を各1.本ずつもっている.脚は申,後腿節の基部

写もと,申,後鰹節の中央部は赤褐色でその他の部分は黒

色.瑚端の外縁角は尖っている.本土では6-8月に出

現し,カエデ,クワの花に集まりサカキに産卵する.

日本全土 (沖縄を含む)台湾,支部,マリアナ群島に

分布し,食樹としてキリに多く寄生し,クワ類,エレ類

が知ら.れる.余り多くない種である.

3.HirticlytuscomosusMatsushita

ケプカトラカミキD

採 集 記 録

採 集
年月日 採集頭数

ユ2.7

12.10

1.24

1.26

2.2

2exs

4exs

3exs

4exs

4exs

寄主 植 物 備 考

本種も本土産イヌマ キに付着してくる種で前種に比し

て発見件数も多く,12-2月にも蛸室で越冬中の成虫を
採 集 記 録

採 集
年月日

10.26

10.27

ll.10

ll.ll

ll.22

12.25

19
299
(蛸)

18(捕)
2exs(蛸)
18

9exs

寄主 植 物

ラ ワ ン

カyボディア材

ラ ワ ソ

〝

〝

〟

備 考

成 虫

ll.22,19羽イレ∪
飼育中に丸んr='

〝

糸剤散 布によっ
て丸んだ叔虫

1ex (柄)
8exs (幼虫)

59

数多く-みかける.蜘室の入口は1.つ.

体長8-10mnz.体は黒色で廼鞘の中央背に背白色の透

明部があり,触角の第3,4節の先端には短いトゲ状突I

起がある. 遡鞘は基部,小楯板後方と肩部が強 く隆起

し,中央及びその前方,遡端のy3は白色徽毛でおおわれ

る.特に前胸背,遡鞘基部,腿節,陛節は白色-淡褐色

の直立長毛で密におおわれている.瑚端ははばまるくな

る.九州,屋久島に分布し,5月頃出現する.

4.ChloridolumaccensumNewman

ラワ.Jミド9カミキリ

採 集 記~録

採 集
年月日

1965

:::≡:i:exgS

産 地 [寄主櫨物It備 考

フイリヅピソ産ラワy材から採集した種で全体に金属

光沢をもつ美麗種である.水没した材のため雄以外は死

んで腐敗して採集きれた.幼虫は樹皮下を蛇行して食い

進み,成長すると辺材部の浅い部分へ食入し蛸化する.

体長20-251mln (模本は22nlm8).体は前胸背の中央部

及び遡鞘の辺縁部が濃藍色で,他は緑色で光沢があり,

前胸中央部は太く微細な横しわでおおわれ胸側には鋭い

突起がある.触角第1節は太く,わずかに緑色光沢があ

り他は黒色に藍色を里する.脚は荊,申腿節及び後腿節

の基部,各膨節末端部が赤褐色,他は暗藍色である.級

脚は荊,申脚よりはるかに長く鰹節は南平である.触角

は体長より長く雌で1.2倍,雄では2倍以上に達する.

本種はフイリッピソのみに分布し,食樹としては数種

のラワン以外に知られていない.

なお,当模本の加害していた材は大部朽ちていて材質

も悪く,製材しても使えないとのことだった.

5.AeoleshesholosericeaFabricius

ラワyビロー ドヤマカミキリ

採 集
年月日
1966 1
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フイブッピソ産ラワyに Batocerasp.に次いで多く
発見される種で,現地ではかなりの被青がありその生活

頗ま古くから詳細に判明している.成虫は通常6月下旬

から7月にかけて出現し倒木や生立木の樹皮の剖目に産

卵し,弊日で押化する.幼虫は樹皮下を蛇行し'老熟す

ると.辺材部に食入して (lc縦程の浅いものから5-6cm

に達するものもある)樹の長軸沿いに嫡室をつくり嫡化

する.蛸壷は石灰質の殻状の固い白いマユで囲まれ,マ

ユの頭部は鉄カ7.ト状を形づくりその中央より侵入口に

むけて直径1-･2脚の石灰質の突起を2-5Chl伸ばすも

のと,i-2cMlのところで両側へイカ9状に結ぶものと

がある.これは嫡室内の状態 (温度,湿度の調整,空気

の流通等)に何らかの影響を与えるものと思われる.ま

たマユを破損しT=蛸,助演の飼育は困難でその大部分は

死んでしまう.このようなマユを形成するのは極めて珍

しい習性で,カミキリムV科では他に東南アジアに分布

するPlocaederusobesusGahanほか数種のものが知ら

れるにすぎない.幼虫は通常11月頃に成熟して蛸化し,

越冬するが,稀に辺材部の孔道中で幼虫のまま越冬し,

翌春蛸壷をつくり嫡化するのもありこの場合は蛸期は6

-8週間で短いという.また,年内に羽化して成虫の状

態で嫡室内で越冬するものもある. (止月に採集した雄

がこれ).体長は変化に富み20-35仰 (筆者の模本では8

で31珊nE,甲で27仰).全体筒状で暗褐色または灰～明褐

色のビロー ド状の短軟毛でおおわれる.頭部はやや細長

でほぼまっすぐに前方に突出していて前胸幅よりやや長

く,両側は九時をもつ.週鞘は複雑なしわ状を里し,軟

毛密布のため光線の角度によって,.まだら状'帯状の模

様を生じる.触角は第1節は太く,他はムチ状で漸次細

まり,雌では体長とほぼ周長,雄では体長よりもはるか

に長い.

イソド北西部からタイ,マラヤにまたがる一帯,セイ

ロy,ニコパル諸島に分布し､食樹としてはTerminalia

tomentosa,Hardwickiabinata,Chloroxylonswietenia,

Tamarixariiculata,Acac省aarabica,ヲワy,マンゴ

ーなどが知られている.

6. そ の 他

その他にラワy材に最も多い種でまだ種名の判明して

いない Batocerasp. (Vロスiyカミキリの1種)と,

前に成虫で採集きれた Eurybhagussp.(べニカミキP

の1種)がある.

Batocerasp.峠通常幼虫で付着してくるため,成虫を

得ることが出来なかったが,昨年10月27日に採集した30

頭余の幼虫を飼育したところ終令幼虫が11月27日蛸化し

12月10日に羽化して雄1頭を入手出来た.本種は形態的

にVロス汐カミキリBatoceralineolataChevroLatに

酷似し,複眼後方から前胸側面,申後胸側板,腹部側方

をとおり末端に至る太い白線が後胸側板までで腹部には

みられず,また背面が灰黄褐色の微毛でおおわれる点が

異なる.

本種の幼虫は樹皮下を蛇行し,その孔道は60叫こも達

し,成長して材部へ深く食入して成熟して蛸化する.1

本の材に100余 の幼虫が寄生することがあり,その害は

最も大きい.

EuryPhagussp.はフイリッピソのラワン材から1965

年4月24日に2頭採集されたものでその後は発見されて

いない.
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写 真 鋭 明

i. ヒメスギカミキ9 (樵)

2. ヒメスギカミキリ (哩)

3. ムネマダラトラカミキリ (雄)

4. ケプカトラカミキ9 (雄)

5. ケプカトラカミキリ (雌)

6. ラワyミドリカミキリ (雄)

7. ラワ.Jビロードヤマカミキ9(哩)

8. ラワyビ由一ドヤマカミキリ (雄)

9.Batocera･sp.(雄)

10.ヲワyビロードヤマカミキ9の嫡

ll.Batocerasp.の嫡

12.ラワyビロードヤマカミキリの嫡室 (断面)






